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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第40期

第１四半期
連結累計期間

第41期
第１四半期
連結累計期間

第40期

会計期間
自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日

自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日

自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日

売上高 (千円) 2,160,379 2,274,488 8,752,745

経常利益 (千円) 170,260 236,214 1,081,856

四半期(当期)純利益 (千円) 99,932 135,145 669,575

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 104,241 162,977 692,112

純資産額 (千円) 8,557,735 9,198,223 9,109,041

総資産額 (千円) 11,914,518 12,456,365 12,216,533

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 30.25 40.91 202.68

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 70.4 72.5 73.2
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内

容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社につきましても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に記載した

「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当第１四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）

が判断したものであります。

 

(1)業績の状況

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、消費税増税に伴う駆け込み需要の反動などから一部に弱い動

きが見られたものの、企業収益や雇用環境の改善などにより、景気は緩やかな回復基調で推移しました。

当医療ガス業界においては、業界内の競争激化に加え、医療機関経営の効率化や医療技術の進歩による入院日数

の短期化等もあり、厳しい事業環境が続いております。

このような環境のもと、グループ各社との効率的な連携を図りつつ現状の経営基盤の拡充を図るとともに、国の

在宅医療促進政策を加味して、在宅医療や介護福祉関連など多岐にわたる分野における取扱業務の多様化推進と、

経営環境に即した柔軟な経営、並びに社会貢献を念頭に営業力の強化に努めてまいりました。

これらの結果、当第１四半期連結累計期間の業績につきましては、連結売上高は2,274百万円（前年同四半期比

5.3％増）と増収、諸経費の削減に努めたことも寄与し、連結営業利益は222百万円（前年同四半期比33.5％増）、

連結経常利益は236百万円（前年同四半期比38.7％増）、連結四半期純利益は135百万円（前年同四半期比35.2％

増）と増益となりました。

　

セグメント別の概況は、次のとおりであります。　

①医療用ガス関連事業　

当部門の取扱い商品である医療用ガスは、薬剤や医療機器及び医療技術の進歩などにより、従来に比して入院日

数が短縮していることから、消費量は鈍化の傾向にあります。このような環境を踏まえ、生産性と収益性のバラン

スを勘案し、安定供給を旨とし、新規取引先の開拓と既存取引先への高付加価値サービスの提供に注力した結果、

売上高は837百万円（前年同四半期比2.6％増）、セグメント利益は82百万円（前年同四半期比65.2％増）となりま

した。

　

②在宅医療関連事業

当部門では、患者様の日常生活を将来にわたってトータルサポートすることを目的に開発した「パレッツ」（無

線通信機能を搭載した在宅酸素療法用酸素供給装置に付随する製品）の出荷数が順調に推移し、人口呼吸器やCPAP

（持続陽圧呼吸療法：閉鎖型無呼吸症に対応する機器）と併せ販売強化に努めた結果、売上高は858百万円（前年同

四半期比4.3％増）、セグメント利益は127百万円（前年同四半期比22.4％増）となりました。

　

③医療用ガス設備工事関連事業

当部門は、メンテナンス・工事の両部門において、多くの医療機関で耐震補強工事及び老朽化による増改築工事

の需要が継続している状況です。売上高は248百万円（前年同四半期比32.3％増）、セグメント利益は1百万円（前

年同四半期はセグメント損失2百万円）となりました。
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④介護福祉関連事業

当部門では、現在注力中の「プロファンド」（歩行困難な方も、自身の両足でペダルを漕ぐことができ、リハビ

リ効果も期待できる足漕ぎ車椅子）をはじめとした幅広い商材の拡販に努めた結果、売上高は99百万円（前年同四

半期比3.0％増）、商品構成の変化による粗利率の低下などから、セグメント利益は3百万円（前年同四半期比

63.0％減）となりました。

　

⑤施設介護関連事業

有料老人ホーム「ライフステージ阿佐ヶ谷」（東京都杉並区）は、高度なサービスの提供と居宅介護支援事業者

並びに病院の医療相談室へのアプローチが奏功し、入居率は増加傾向にあります。

通所介護施設は「あしつよ・文京」（東京都文京区）に続き、平成26年2月に「あしつよ巣鴨」（東京都豊島区）

を開設し、業務範囲の更なる拡大を図りました。それらの結果、売上高は70百万円（前年同四半期比15.3％増）、

利益面ではセグメント損失16百万円（前年同四半期セグメント損失17百万円）となりました。

 

(2)財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の総資産は12,456百万円（前連結会計年度末比239百万円増）となりました。これは

主に現金及び預金が78百万円、受取手形及び売掛金が35百万円、投資有価証券が45百万円増加したこと等によるも

のであります。

負債合計は3,258百万円（前連結会計年度末比150百万円増）となりました。これは主に、支払手形及び買掛金が

127百万円、賞与引当金が43百万円増加したこと等によるものであります。

純資産は9,198百万円（前連結会計年度末比89百万円増）となりました。これは主に、四半期純利益の計上や配当

金の支払い等による利益剰余金の増加60百万円とその他有価証券評価差額金の増加等26百万円によるものでありま

す。

　

(3) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間において研究開発費の支出はございません。

なお、当第１四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 8,500,000

計 8,500,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年８月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 3,601,681 3,601,681
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

株主としての権利内容に制限の
ない、標準となる株式であり、
単元株式数は100株でありま
す。

計 3,601,681 3,601,681 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年４月１日～
　平成26年６月30日

― 3,601,681 ― 436,180 ― 513,708
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

 

平成26年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式
298,200

―
株主としての権利内容に制限のな
い、標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

3,298,500
32,985 同上

単元未満株式
普通株式

4,981
― 同上

発行済株式総数 3,601,681 ― ―

総株主の議決権 ― 32,985 ―
 

(注)１　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式50株が含まれております。

２　当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日(平成26年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

② 【自己株式等】

  平成26年6月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社星医療酸器

東京都足立区入谷
7-11-18

298,200 ― 298,200 8.3

計 ― 298,200 ― 298,200 8.3
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成26年４月１日から平成

26年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、太陽ＡＳＧ有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成26年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 5,874,716 5,952,891

  受取手形及び売掛金 1,613,729 1,649,692

  たな卸資産 106,388 137,969

  繰延税金資産 77,160 77,316

  その他 79,634 106,741

  貸倒引当金 △5,343 △5,532

  流動資産合計 7,746,286 7,919,078

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 608,219 598,154

   土地 1,870,975 1,870,975

   その他（純額） 703,669 740,491

   有形固定資産合計 3,182,864 3,209,621

  無形固定資産 72,413 65,224

  投資その他の資産   

   投資有価証券 593,406 638,921

   その他 623,222 625,178

   貸倒引当金 △1,660 △1,659

   投資その他の資産合計 1,214,968 1,262,440

  固定資産合計 4,470,246 4,537,286

 資産合計 12,216,533 12,456,365

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 1,418,084 1,546,066

  1年内返済予定の長期借入金 117,683 88,274

  未払法人税等 210,117 89,827

  賞与引当金 86,700 130,050

  その他 616,547 685,546

  流動負債合計 2,449,132 2,539,765

 固定負債   

  役員退職慰労引当金 416,340 455,790

  長期預り保証金 12,151 12,884

  その他 229,866 249,702

  固定負債合計 658,358 718,376

 負債合計 3,107,491 3,258,141
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成26年６月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 436,180 436,180

  資本剰余金 513,708 513,708

  利益剰余金 8,420,756 8,481,102

  自己株式 △510,742 △510,742

  株主資本合計 8,859,902 8,920,248

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 49,563 75,974

  退職給付に係る調整累計額 30,064 28,920

  その他の包括利益累計額合計 79,627 104,894

 少数株主持分 169,511 173,079

 純資産合計 9,109,041 9,198,223

負債純資産合計 12,216,533 12,456,365
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

売上高 2,160,379 2,274,488

売上原価 1,033,548 1,125,359

売上総利益 1,126,830 1,149,129

販売費及び一般管理費 959,918 926,298

営業利益 166,912 222,831

営業外収益   

 受取利息 433 1,167

 受取配当金 2,585 2,747

 受取保険金 - 8,464

 その他 2,110 2,027

 営業外収益合計 5,128 14,406

営業外費用   

 支払利息 1,780 1,023

 営業外費用合計 1,780 1,023

経常利益 170,260 236,214

税金等調整前四半期純利益 170,260 236,214

法人税等 69,245 98,808

少数株主損益調整前四半期純利益 101,014 137,406

少数株主利益 1,082 2,260

四半期純利益 99,932 135,145
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 101,014 137,406

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 3,226 26,703

 退職給付に係る調整額 - △1,132

 その他の包括利益合計 3,226 25,570

四半期包括利益 104,241 162,977

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 103,490 160,412

 少数株主に係る四半期包括利益 751 2,564
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

　　　該当事項はありません。

 

(会計方針の変更)

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付

適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについ

て当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間

帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法についても、平均残存勤務期間に基づく割

引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法

へ変更しております。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四半

期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る資産が39,468千円増加し、利益剰余金が24,303千

円増加しております。また、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそ

れぞれ959千円減少しております。

 
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 
当第１四半期連結累計期間

(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

（税金費用の計算）

　当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合

理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費は、次のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

減価償却費 97,847千円 99,472 千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月13日
取締役会

普通株式 66,073 20.00 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月12日
取締役会

普通株式 99,102 30.00 平成26年３月31日 平成26年６月27日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成25年４月１ 日 至 平成25年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 

報告セグメント

その他 合計医療用ガス
関連事業

在宅医療
関連事業

医療用ガス
設備工事
関連事業

介護福祉
関連事業

施設介護
関連事業

計

売上高         

外部顧客への
売上高

816,303 823,603 188,006 96,690 60,807 1,985,411 174,967 2,160,379

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

― ― 4,460 ― ― 4,460 ― 4,460

計 816,303 823,603 192,466 96,690 60,807 1,989,871 174,967 2,164,839

セグメント利益
又は損失(△)

50,123 104,300 △2,731 9,434 △17,485 143,640 24,215 167,856
 

(注) 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、看護学校関連事業、医療器具関連事

業等を含んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

（単位：千円）

利益 金額

　報告セグメント計 143,640

　「その他」の区分の利益 24,215

　セグメント間取引の消去 △943

　四半期連結損益計算書の営業利益 166,912
 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 

報告セグメント

その他 合計医療用ガス
関連事業

在宅医療
関連事業

医療用ガス
設備工事
関連事業

介護福祉
関連事業

施設介護
関連事業

計

売上高         

外部顧客への
売上高

837,325 858,820 248,684 99,552 70,098 2,114,482 160,006 2,274,488

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

― ― 14,780 ― ― 14,780 ― 14,780

計 837,325 858,820 263,464 99,552 70,098 2,129,262 160,006 2,289,268

セグメント利益
又は損失(△)

82,792 127,613 1,960 3,493 △16,972 198,886 25,299 224,186
 

(注) 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、看護学校関連事業、医療器具関連事

業等を含んでおります。
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２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

（単位：千円）

利益 金額

　報告セグメント計 198,886

　「その他」の区分の利益 25,299

　セグメント間取引の消去 △1,354

　四半期連結損益計算書の営業利益 222,831
 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

   １株当たり四半期純利益金額 30円25銭  40円91 銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益金額(千円) 99,932 135,145

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 99,932 135,145

    普通株式の期中平均株式数(株) 3,303,682 3,303,431
 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

平成26年５月12日開催の取締役会において、平成26年３月31日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり期

末配当を行うことを決議いたしました。

① 配当金の総額                                   99百万円

② １株当たりの金額                               30円00銭

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日   平成26年６月27日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成26年８月８日

株式会社星医療酸器

取締役会  御中

 

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   大　木   智　博　　   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   齋　藤   　　哲　　   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社星医療

酸器の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成26年４月１日から平

成26年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社星医療酸器及び連結子会社の平成26年６月30日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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